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1 はじめに
　私は、駿河台大学の[岩手の魅力をPR]課題解決プロジェクト／インターンシップの授業を受講し、雫石町のプログラムに参加した。この授業では、岩手県各地の市町村を訪れ、地域の生活や職業を体験し、高齢化、人口減少などの課題を解決するためPRしていく授業というである。前年度もこの授業を受講しプログラムで体験した内容をSNSでPRを行った。
　なぜ私が雫石町のプログラムに参加したかというと、前年度、第一希望であった雫石町のプログラムに参加することができなかったこと。他のどの市町村のプログラムよりも地域の方々との交流機会が多く、町民の生の声を聞くことができたこと。雫石町の普段の生活を体験することができ、将来自然が豊かな地域で暮らしたいと考えていた私にとってとても興味深いプログラムであったからだ。

2 活動報告
· 1日目「グランドセイコースタジオ」
　　はじめにグランドセイコースタジオさんの会社説明を受け、作られている時計の歴史や部品についての説明、制作している工房の見学、技術者の方との座談会、ボールペン作りを体験させていただきました。200を超える沢山の部品を一つ一つ人の手で組み立てられ、厳しいチェックを通過したものだけが私たち消費者に届いていることを知りました。座談会で技術者の斎藤さんは『少しでもズレがあれば時計は動かない。でもその動かなかった時計を自分で調整して動き始めた瞬間が私は好きで、皆さんにもそういう好きなものを人生の中で見つけて欲しい。』と話されていました。これから社会に出て働く私たちにとって一番大切なことを教わることができました。また、グランドセイコースタジオさんでは時計作りだけではなく、雫石町の自然を守るために会社内にビオトープを設置したり、町内の森の保全活動をしたりしていました。良い製品を作るだけではなく、地域との関わりも大切にしていて素晴らしい企業さんだなと見学させていただいて思いました。

· ２日目午前「小岩井農場」
　小岩井農場さんでは会社説明、農場視察、冬フェスタの意見交換を行いました。会社設立当初は岩手山の噴火により作物がうまく育たない土壌で木々も今より少なかった。そこで酪農を中心とした事業を展開し、周辺の地域に植樹を行っていたそうです。農場視察では、農場内にある建物が一体何に使われているのかプロジェクションマッピングを見ながら解説を受けました。また、農場内にあるアーチェリー場でアーチェリー体験もさせていただきました。冬フェスタの意見交換では、広い世代に興味を持ってもらえるような企画や寒い時期に温まれるフードなどの提案をしました。私たち若い世代が何に興味を示すのか具体的に考えたことがなかったためとても良い意見交換ができました。

· ２日目午後「YU -YUファーム」
　YU -YUファームさんでは、乗馬体験、馬のお世話、流鏑馬体験、重機体験をさせていただきました。引退した競走馬が第二の人生を歩むために初めは創業されましたが、乗馬人口を増やしたい、馬をもっと好きになって欲しいという想いから乗馬体験施設になりました。乗馬が一番楽しみにしていたので思っていたよりも上手く乗ることができて嬉しかったです。馬は昔の日本では当たり前に共存していたパートナーだと思うので、今回乗馬とお世話を通して近くで触れ合うことができてとても癒されました。流鏑馬体験では、日本の伝統芸能を直接体験することができ、その難しさと奥深さを知ることができました。古き良き伝統芸能を後世に伝えるために私たち若い世代が体験して伝えていくことが必要であると思いました。工事現場でよく見かけるショベルカーを操縦してみて操作の仕方がわかれば意外と簡単に動かすことができました。

· ３日目午前「西根炭窯坂内」
　西根炭窯坂内さんでは、炭窯の視察と説明をしていただきました。実際に焼いているところを見ることはできませんでしたが、写真を見させていただきながら白炭の作り方や、坂内さんがなぜ白炭を作ろうと思ったのかなど沢山のお話を聞くことができました。その中で『間違えても良いから、まずはやってみること。挑戦することが大切だよ。』と話されていました。リスクを気にして諦めるのではなく、挑戦することで道が開けることを教えていただきました。上手く行ったらそれで良いですが、上手くいかなかったときはなぜ上手くいかなかったのか考えて再挑戦すれば良いのだとこのお話を聞いて思うことができました。好きなことを職業にすることは難しいと思いますが諦めずに頑張ろうと思います。

· ３日目午後「網張ビジターセンター」
　網張ビジターセンターでは、西根炭窯坂内さんの白炭を使って七輪ご飯を作り、食後は国立公園の中を巡り、イベント企画のアイデア出しを行いました。坂内さんや沼崎さんに協力していただき、外岡さんからいただいた野菜を焼いたり、土鍋でご飯を作ったり、南部鉄器でお湯を沸かしたりしました。どれも普段の食事よりもはるかに美味しくて電気やガスより炭を使った方が美味しいなと思いました。国立公園巡りでは、森に入る上での注意点や生息している動物、植物の説明などを聞きました。草笛の仕方も教わって初めは難しかったですが、ほぼ全員できるようになりました。一人で森に入るのは怖くて抵抗がありましたが、今回ガイドしていただきながら森を散策することができたので自然のことについてまた一つ知ることができて嬉しかったです。イベント企画の意見出しは、自然に触れつつ、まだやったことがないアイデアを出さなければいけなかったためとても難しかったです。企画立案は何かを始める際に一番重要なことだと思うので今後もこの経験を活かして頑張りたいと思いました。

· ４日目午前「移住者交流会」
　移住者交流会では、移住者の方々と協力してピザや香り袋作り、自己紹介を含めた雫石町の好きなところの紹介を行いました。初めは緊張していて話しづらそうでしたが、協力して作業をしていくにつれ徐々に打ち解けてきてとても楽しい会にすることができました。移住者の皆様からリアルの声も聞けたので、将来移住したいと考えている私にとってとても参考になりました。自己紹介では、自作した映像を視聴してもらいながら雫石町の魅力や私の在学する学部についてお話しさせていただきました。人前で話すことは得意ではなくとても緊張しましたが、社会に出た際に必要になることなのでとても良い経験になりました。

· ４日目午後「元祖しずくいし軽トラ市準備」
元祖しずくいし軽トラ市の準備では、出店するための事前準備を行いました。私たちは『WA ROCK』を体験してもらうお店を出店しました。『WA ROCK』とは、西オーストラリア発祥の自然を生かした遊びです。身近にある石に好きな絵を描いて交換所で他の人が描いた石と交換するという遊びです。日本では秋田県の阿仁地域で広まり始め、現在では東北を中心とした多くの地域で交換所が作られています。準備では事前に集めていた石に見本としていくつかに絵を描き、街頭調査を行うための資料制作、目標設定をしました。


· ５日目「元祖しずくいし軽トラ市当日」
　元祖しずくいし軽トラ市当日は、全員で分担し円滑にお店を回すことができました。このプログラム内でお世話になった方も何名かお店に来てくださったり、家族連れでWA ROCKを楽しんでくださったりとても有意義な時間でした。途中少し雨が降ってきたこともあり、目標人数に達することはできませんでしたが、街頭調査にご協力いただけたので貴重なデータを集めることができました。お子様はWA ROCKに積極的に参加してくださりましたが、大人の方の参加率が低かったのでそこが課題点であるなと出店していて思いました。来年以降も開催する場合は、大人も入りやすいように無償で参加できることをわかりやすく伝え、WA ROCKで一つの作品を作るなどの企画を行ったら良いのではないかと思いました。

3 インターンシップを経て
　インターンシップを通して自然と共存している雫石町の魅力を全身で感じることができた。普段の生活とは違うゆっくりと時間が流れるようなそんな有意義な生活を送れ、私自身にかけているものを再認識できたとても実りのあるインターンシップでした。今回のインターンシップで学んだことをこれからの人生に活かし、また雫石町の自然や観光地、人々の生活などを身近な人を中心に広めていこうと思います。
　同時に、それぞれの企業さんで抱えている課題点に共通して集客や環境、自然などSDGsを意識した再生利用の方法などが挙げられました。私たちの街頭調査でも雫石町以外からきた方は周辺地域の方が多く見受けられました。もっと雫石町の良さを広い世代に知ってもらうために観光ツアーを導入したり、有名人やインフルエンサーを起用しマスメディアで宣伝したりすることが大切だと思いました。

4 最後に
　雫石町でお世話になった皆様、今回のインターンシップの中で至らぬ点が多くご迷惑をおかけしてしまったと自負しております。それでもなお、暖かく迎え入れてくださり有難う御座いました。地域の問題についてここまで深く考えたことはなく、課題解決力を伸ばすことができました。また、人生の先輩たちである皆様から沢山の愛と言葉をいただきました。私にとってどれも大切な宝物です。いただいたご恩を忘れず、地域の問題を人ごととして捉えるのではなく、雫石町が好きな一人として何か還元できたらなと思います。六日間という短い間でしたが、本当に有難う御座いました。
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